
東
京
外
国
語
大
学
総
合
文
化
研
究
所
は
、
「
世
界
各
地
の
文
化
・
文
学
・
芸
術
・
人
間
諸
科
学
の
伝
統
と
現
状
を
総
合
的
か
つ
複
合
的

に
調
査
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
四
月
一
日
に
本
学
外
国
学
部
の
付
属
施
設
と
し
て
発
足
し
た
。
初

代
所
長
は
西
永
良
成
。
海
外
事
情
研
究
所
、
語
学
研
究
所
の
発
足
の
約
三
○
年
後
と
い
う
、
い
た
っ
て
遅
い
出
発
で
あ
る
。
二
十
一
世
紀

を
ご
く
間
近
に
控
え
、
近
年
大
学
の
内
外
を
取
り
巻
く
環
境
の
急
激
な
変
化
に
よ
り
、
教
育
の
面
で
も
研
究
の
面
で
も
と
り
わ
け
国
際
性

及
び
学
際
性
に
配
慮
し
た
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
の
緊
急
事
に
な
っ
た
。
本
学
で
は
そ
れ
を
受
け
、
従
来
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
抜

本
的
に
改
革
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
が
、
本
研
究
所
も
ま
た
、
研
究
の
面
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
急
速
な
変
化
に
対
応
す
べ
く
構
想

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
本
学
に
勤
務
す
る
文
学
、
人
間
諸
科
学
の
研
究
者
と
し
て
も
旧
来
の
よ
う
に
、
国
民
国
家
単
位
の
文
化
・
文
学
の
研

究
と
か
、
十
九
世
紀
に
起
源
を
も
つ
学
問
分
野
の
枠
内
で
の
思
考
な
ど
に
安
住
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
た

ち
が
相
互
協
力
の
新
た
な
形
態
を
探
求
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
本
研
究
所
の
当
初
の
主
た
る
目
的
で

あ
り
、
こ
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
さ
れ
た
中
嶋
嶺
雄
学
長
の
格
別
な
尽
力
と
支
援
を
得
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
所
の
活
動
と
し
て
は
、
九
七
年
か
ら
公
開
講
座
「
外
国
文
学
を
翻
訳
す
る
」
を
開
催
し
、
世
界
各
地
の
文
学
の
翻
訳
の
歴
史
と
現

状
、
苦
労
と
楽
し
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
本
学
前
学
長
原
卓
也
、
名
誉
教
授
河
島
英
昭
な
ど
優
れ
た
諸
先
輩
の
協
力
も
仰
ぎ
な
が
ら
、
本
学

に
勤
務
す
る
多
彩
な
各
国
文
学
専
門
家
が
学
外
の
一
般
聴
衆
に
も
分
か
り
や
す
く
講
演
し
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
外
の
著
名

な
学
者
、
文
学
者
、
芸
術
家
を
招
き
、
講
演
会
そ
の
他
を
広
く
社
会
に
開
放
す
る
形
で
開
催
し
て
い
る
。
九
七
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
コ
レ

総
合
文
化
研
究
所
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